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と っ て大きな負担と なる . その 発生頻度 は, 種々

の 術中 モ ニ タ リ ン グ法 や 手術手技 の 洗練化 によ

っ て減少 して き た が, い まだ完全に は解決された

と は到底言 えな い . こ の 間題 の 解決 の た め に は ,

外傷性蛸牛神経変性の 発生機序解明 と それ に対

応する防止策の 確立 が不可欠で ある .

【方法】 我 々 の 動物実験モ デ ル ｢ 定量的外傷性

蛸牛神経変性モ デル+ ( E x p N e u r ol 1 61 : 49 0
-

5 02 ,

2 00 0) によ っ て実施 した . 小脳橋角部で蛸牛神経

に圧迫損傷を加 えて , 2 週間後に ラ ッ トを深麻酔

下 に s a c rifi c e して 側頭骨を採取 し嫡牛神経変性

動態を観察した . 評価に は, 免疫染色, 蛍光染色 ,

透過型電顕 ,
T U N E L 染色 を用 い た .

【結果】 蛸牛神経 変性の 指標と な る ラ セ ン神経

節細胞数減少は圧迫損傷後急速に進展して , 1 週

間以 内に pl at e a u に達する こ と が初めて 明 らか に

な っ た . 蛸牛神経圧迫損傷部 には, E D - 1 p o siti v e

m a c r o p h a g e が多数 出現 した . ま た T U N E L 陽性

ラ セ ン神経節細胞 の 出現は , 圧迫損傷後5 日目 に

p e a k に達 した .

【結論 と考察】外傷性鯛牛神経変性は, n e c r oti c ,

a p o p t oti c m e c b a n i s m によ っ て生 じる こ とが 判明

した . 後者 による蛸牛神経変性に は時間的余裕が

ある こ とか ら, a n ti - a p o p t o p ti c th e r a p y によ っ て ,

小脳橋角部時の 外傷性聴覚障害を防止 で きる 可

能性が示された .

4 1 　 内 頸 動 脈 癌 手 術 時 に お け る 内 視 鏡 使 用 の 有

用性

林 俊 哲 ・ 藤 井 康 伸 ・ 畑 中 光 昭
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【目的】 顕微鏡下脳動 脈痛手術 にお け る内視鏡

使用の 有用性に つ い て報告する . 今回は特 に内頚

動脈癌に つ い て検討した .

【方法】 H l l 年 1 月 - H 1 4 年 3 月まで に 内視鏡

を使用 して手術を行 っ た 内頚動 脈癌 29 症例 に つ

き検討 した . 症例 は破 裂例 5 例 , 未破 裂例 2 4 例

であ っ た . 動脈癌の 部位は内頭一復交通動脈分岐

部が 2 1 例 , 内頭一前脈絡叢動脈分岐部が 5 例, 内

顛一 眼動脈分岐部が 2 例, 内頚動脈分岐部が 1 例

で あ っ た . 全例で全身麻酔下 に顕微鏡下で ク リ ッ

ピ ン グ手術を行 い , 術中に内視鏡 (町田製作所製

硬性鏡: 外径 4 m m , 視野角度 3 0 度, 70 度) を使

用 し た . 内視鏡は術者 が フ リ
ー

ハ ン ドで把 持し,

顕微鏡と 内視鏡モ ニ タ
ー の 両方 を観察 しなが ら

操作を行 っ た .

【結果】 内視鏡は動脈癌部局所の 解剖 の 把握 に

有効であ っ た . 特に顕微鏡の み で は確認が 困難で

あ っ た動 脈癌と穿 通枝と の 関係の 観察に有 用で

あ っ た . また
,
ク リ ッ ピ ン グ後に動 脈癌の 状態,

穿連枝狭窄
･ 閉塞の 確認 が可能であ っ た . 内視鏡

操作中に静脈損傷による出血を 1 例,
一 過性の 動

限神経麻棒を 1 例 に認 め た が , 術中破 裂は なく ,

その 他明らか な合併症 は認め な か っ た. また , 術

後 C T 上明らか な病変の 出現を認 めなか っ た .

【考察】 内頚動脈痛手術時 にお ける内視鏡使用

は ク リ ッ ピ ン グ 前後 に動 脈癌お よび穿 連枝 の 状

態を観察す る こ と がで き有効で あ っ た . 特 に内視

鏡は ク リ ッ ピ ン グ 後に顕 微鏡に よ る観察で は死

角 と なる部位の 穿 通枝の 温存, 動脈癌 n e c k の 残

存の確認 が可能であり有用で ある .

4 2 　 椎 骨 動 脈 癌 の 外 科 治 療

― 神 経 内 視 鏡 の 有 用 性 ―
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【目的】 椎骨動 脈癌 の 治療戦略は , 手術治療と

血 管内治療 に大別 され る . 近年は血 管内治療単

独, か 1 し血管 内治療と手術治療の 併用が有用で

ある との 報告が多い が, 当科で は全例で手術を行

い
, 特 に神経内視鏡を併用する こ とで 良好 な成績

が得 られて い る . 代表例の 手術所見を供覧し, 辛

術治療の有用性につ い て 報告する .

【対 象 ･ 方法】 1 9 97 年か ら 2 00 3 年 3 月まで の

間 に 当科で 手術を行 っ た椎骨動脈癌 の 8 症例を

対 象と した . 内訳 は , u n r u p t u r e d V A di s s e c ti n g

A N 4 例, ru pt u r e d V A di s s e cti n g A N 3 例, ru p -

t u r e d V A u ni o n A N l 例 で あ っ た . 全例後頭下問

頭で手術を行い , 神経内視鏡モ ニ タ
ー

下 に clip を


